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ガイドと一緒に
　塩原を歩こう！

尾頭峠から新緑の山々を望む。左奥に見えるのは高原山系の山々。

◎特集



平成25年3月5日号 2

塩原温泉ビジターセンター
未知の塩原を冒険。

2 月 16 日、前黒山林道で
塩原温泉ビジターセンター冬の目玉イベント

「スノーシュートレッキング」が行われました。
普段道を阻んでいる植物たちも、今日は厚い雪の下。

この季節しか立ち入れない塩原の奥地へと
私たちは歩き始めました。
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ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

（
西
洋
か
ん
じ
き
）

と
は
、
足
が
沈
む

よ
う
な
深
い
雪
の

上
を
歩
く
た
め
の

道
具
で
す
。
今
回
は
、
そ

れ
を
足
に
取
り
付
け
て

森
を
散
策
す
る
「
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

を
体
験
取
材
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
森
の

中
は
一
面
の
銀
世
界
で
し

た
。
気
温
は
も
ち
ろ
ん
氷

点
下
。
寒
さ
で
雪
は
乾
い

て
お
り
、
踏
み
固
め
る
と

ギ
シ
ギ
シ
と
気
持
ち
い
い

音
が
し
ま
す
。

　

森
に
は
冬
の
植
物
や
動

物
の
足
跡
な
ど
、
豊
か
な

自
然
が
あ
ふ
れ
、
そ
れ
ら

を
見
つ
け
る
た
び
に
パ
ー

ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー（
ガ
イ

ド
）が
足
を
止
め
て
解
説

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
う
し
た
自

然
を
、
約
４
時
間
ゆ
っ
く

り
と
堪
能
し
ま
し
た
。

1. 新雪に飛び込んで思う存分大の
字が作れる。　
2. 自分のスノーシューを踏まない
ように、ガニ股気味に歩くのがコツ。
3. シカに皮を食べられた木。少し
皮が残っているので、木は枯れずに
元通りになる。
4. 天然のドライフルーツ。食べる
と少し酸っぱい。　

　　○問い合わせ　　
　　　塩原前山国有林
　　　☎ 0287(32)3050

　「アウトドア好きの家族に連れられて
参加しました。普段から健康のために
体を動かすのが好きなので、今日は運
動にもなって、景色も楽しめて、とて
も良いイベントでした」

　「去年から塩原温泉観光マイスター学
院※の受講を始め、ビジターセンター
にも通い始めました。スノーシューに
は毎週のように参加し、中でも今回は
雪の状態が最高でした。」

　「スノーシューを 10 年近くやってお
り、今日もマイスノーシューで参加し
ました。スノーシューの魅力は、風の
音や足音以外聞こえない静かな時間を
感じられるところです」

坂本昭子さん
　 (宇都宮市)

新井憲昭さん
　　　 (市内)

瀧澤秀代さん
　　 (千葉県富里市)
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※塩原温泉観光協会が主催する、塩原の自然・温泉・歴史などを学べる講座。
パークコンダクターも講師として数人参加している。

さあ　存分に歩こう 
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塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
、
日
光
国
立
自
然
公
園
の
保
護

活
動
や
情
報
提
供
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
栃
木
県
が
整
備
し
た
自
然

学
習
や
公
園
管
理
の
活
動
拠
点
施

設
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
そ
れ
に
加
え
、
公
園
内
の
自

然
を
温
泉
や
旅
館
な
ど
と
並
ぶ
観
光
資
源
の
一

つ
と
捉
え
、
自
然
を
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
楽
し
む

観
光
拠
点
と
し
て
も
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
然
散
策
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
を
旅
館
組
合
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
提
供

し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
塩
原
温
泉
を
半
額
で

楽
し
め
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
で
は
自
然
解
説
事
業
と
し
て

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
ガ
イ
ド
）
の
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。
個
人
で
も
団
体
で
も
申
し
込

め
る
の
で
、
誰
も
が
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
な

が
ら
塩
原
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
体
験
取
材

　　 自然を知る、自然で遊ぶ

　 塩原温泉
　　  ビジターセンター

4
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福田節子さん

中山威夫さん

春
先
に
花
を
付
け
る「
春
の
妖
精
」

（
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ

ル
＝
春
の
は
か
な
い
も
の
の
意

味
）が
大
好
き
だ
と
い
う
福
田
節
子
さ
ん
。

も
と
も
と
登
山
と
野
山
に
咲
く
花
が
好
き

だ
っ
た
福
田
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
塩

原
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

と
、
パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
な
り
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
福
田
さ
ん
が
春
に
お
す
す
め
す

る
の
が
塩
原
渓
谷
遊
歩
道
。
渓
谷
遊
歩
道

は
「
や
し
お
コ
ー
ス
」「
回み

か
え
り顧
コ
ー
ス
」

と
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
も
ヤ

シ
オ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
が
あ
り
ま
す
。
４

月
中
旬
に
な
る
と
、
ピ
ン
ク
の
ヤ
シ
オ
ツ

ツ
ジ
が
箒
川
沿
い
に
咲
き
誇
り
、
心
が
と

き
め
く
そ
う
で
す
。

　

紅
葉
の
塩
原
を
案
内
し
た
時
に
、
春
に

咲
く
花
の
美
し
さ
を
説
明
す
る
と
、
再
び

塩
原
を
訪
れ
る
人
が
多
い
と
話
す
福
田
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
春
を
迎
え
る
塩
原
。
渓
谷

遊
歩
道
に
咲
く
花
々
を
見
て
、
そ
の
美
し

さ
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
と
話
し
ま
す
。

夏
に
塩
原
で
涼
を
求
め
る
人
に
は

滝
が
お
す
す
め
と
話
す
の
は
、

中
山
威
夫
さ
ん
。
竜り

ゅ
う
か化
の
滝
を

は
じ
め
、
咆ほ

う
こ
う哮
霹へ

き
れ
き靂
の
滝
は
涼
を
求
め
る

夏
に
ぴ
っ
た
り
と
言
い
ま
す
。

　

中
山
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
塩
原
出
身
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
通
い
続
け
る
う
ち
に
、

塩
原
の
自
然
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
塩
原

温
泉
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
学
院
を
受
講
し
た

後
、
パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
な
り
、
現

在
は
埼
玉
県
の
自
宅
と
塩
原
を
行
き
来
し

な
が
ら
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滝
の
ほ
か
、
夏
の
塩
原
は
見
所
満
載
と

い
う
中
山
さ
ん
。
６
月
は
大
沼
で
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
、
７
月
は
日
本
一
小
さ
い
ト
ン

ボ
と
も
言
わ
れ
る
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を

ヨ
シ
沼
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
33
年
、
日
本
で
第
１
号
に
整

備
さ
れ
た
塩
原
自
然
研
究
路
は
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
歩
い
て
、
往
復
約
８

時
間
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
照
時
間
の
長
い
夏
だ
か
ら
こ
そ
歩

け
る
登
山
道
の
よ
う
な
コ
ー
ス
で
す
。

塩原温泉パークコンダクターおすすめ！

塩原温泉パークコンダクターは、日光国立公園内の塩原の
自然を紹介するボランティアのガイドです。塩原の自然を知
り尽くす3人に季節ごとのおすすめを伺いました。

春
の
花
に
心
と
き
め
く

滝
・
昆
虫
・
森
林
浴
の
夏

春夏秋の
 塩原の自然

1

2

3

4



平成25年3月5日号5

蒔苗久直さん

秋
は
年
間
を
通
じ
て
、
最
も
観
光

客
が
訪
れ
る
季
節
。
そ
れ
だ
け

塩
原
の
紅
葉
の
美
し
さ
は
多
く

の
人
の
心
を
捉
え
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
副
会
長
も
務

め
る
蒔ま

き
な
え苗

久
直
さ
ん
は
勤
め
て
い
た
会
社

を
定
年
退
職
後
、
那
須
塩
原
市
へ
移
住
し

ま
し
た
。
元
々
登
山
を
し
て
い
た
蒔
苗
さ

ん
も
山
々
が
赤
く
染
ま
る
塩
原
の
紅
葉
に

心
引
か
れ
て
い
る
一
人
。
紅
葉
の
時
期
に

赤
や
黄
色
に
染
ま
っ
た
森
の
中
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
、
そ
の
後
に
入
る
温
泉
が
格
別
な

の
だ
と
か
。　

　

そ
ん
な
蒔
苗
さ
ん
が
秋
に
お
す
す
め
す

る
の
が
栃
木
百
名
山
で
も
あ
る
弥
太
郎
山

（
標
高
１
３
９
２
ｍ
）。
行
程
は
往
復
約
２

時
間
。
赤
や
黄
色
に
染
ま
っ
た
森
の
中
を

行
く
コ
ー
ス
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。

　

さ
ら
に
強
調
す
る
の
は
車
か
ら
降
り

て
、
遊
歩
道
な
ど
を
歩
い
て
散
策
す
る
こ

と
。
紅
葉
の
森
の
中
を
歩
く
こ
と
で
、
さ

ら
に
そ
の
良
さ
が
分
か
る
と
話
し
ま
す
。

季
節
ご
と
の
自
然
散

策
が
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
魅
力
で

す
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

内
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
研
修
室
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
秋
季
を
中
心
に

行
わ
れ
る
手
作
り
教
室
で
は

塩
原
の
森
で
育
ま
れ
た
木

(

枝)

や
木
の
実
を
使
い
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
な
ど
を
作
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
７
月
に
は
ミ

ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
の
生
態
観
察

会
を
開
催
。
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
大
人
も
ク
ワ
ガ
タ
の

生
態
や
飼
育
方
法
を
学
び
、

塩
原
の
自
然
環
境
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

手作り教室やミヤマクワガタの生態観察会も開催

お正月リース作りも人気の講座

紅
葉
と
温
泉
が
最
高

1. 箒川沿いに咲くヤ
シオツツジ
2. 塩原自然研究路の
新緑を歩く
3. 咆哮霹靂の滝
4. 竜化の滝は塩原を
代表する滝
5. ハッチョウトンボ
( オス ) の大きさは
17-21mm
6. モリアオガエルの
産卵風景
7. 夏の大沼には涼し
い風が吹いている
8. 紅葉の弥太郎山
9. 弥太郎山から高原
山系と温泉街を望む

5

6

7

8

9
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パ
ー
ク
コン
ダ
ク
タ
ー
と

　

自
然
の
中
を
歩
こ
う
！

　

平
成
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
塩

原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、

23
年
に
は
来
場
者
が
１
０
０
万
人

を
超
え
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に

自
然
の
魅
力
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
活
動
す
る
の
が
塩
原
温

泉
パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
で
す
。

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
塩
原
温

泉
を
訪
れ
る
人
に
、
塩
原
の
自
然

を
解
説
す
る
ほ
か
、
遊
歩
道
の
説

明
や
案
内
業
務
を
行
い
、
自
然
保

護
活
動
の
普
及
・
啓
発
を
図
っ
て

い
ま
す
。
会
員
は
現
在
36
人
。
塩

原
の
自
然
を
愛
す
る
人
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま

す
。
パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
中

に
は
草
花
に
詳
し
い
人
、
昆
虫
に

詳
し
い
人
な
ど
が
お
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
多
彩
な
ガ
イ
ド
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
か
ら

か
、登
山
の
前
の
登
竜
門
と
し
て
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
う
人
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
年
間
で
行
う
50
程

度
の
イ
ベ
ン
ト
も
申
し
込
み
の
早

い
時
期
に
定
員
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
連
絡
協

議
会
の
君
島
紀
明
会
長
が
強
調
す

る
の
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
安
全
性
で

す
。「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催

の
年
間
イ
ベ
ン
ト
は
、
開
催
前
に

必
ず
下
見
を
行
い
ま
す
。
参
加
者

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
危
険
な

箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
コ
ー
ス
も

吟
味
し
ま
す
。
台
風
な
ど
の
悪
天

候
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
遠
方
か
ら

来
る
人
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
決
し
て
無
理
は
し
ま
せ
ん
。

山
歩
き
の
最
低
限
の
装
備
は
お
願

い
し
ま
す
が
、
参
加
者
全
員
が
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
安
全

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

塩原温泉パークコンダクター
連絡協議会

君島紀明会長

←新緑の森の中をパークコンダクターとハイキング。

↓パークコンダクターの皆さん

ガ
イ
ド
は
安
全
が
第
一
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パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
歩
く

　

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
派
遣

は
個
人
・
団
体
で
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
依
頼
主
の
時
間
や
場
所
な

ど
の
要
望
に
応
じ
、
コ
ー
ス
設
定

も
行
い
ま
す
（
要
予
約
、
料
金
は

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
一
人
に
つ

き
６
０
０
０
円
）。

　

茨
城
県
牛う

し
く久

市
か
ら
塩
原
を
訪

れ
て
い
た
長
島
範
幸
さ
ん
・
泉
さ

ん
夫
妻
。
豊
か
な
自
然
と
温
泉
が

好
き
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
塩
原

に
遊
び
に
来
て
い
た
そ
う
で
す
。

２
月
24
日
、
二
人
は
こ
の
冬
始
め

た
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
体
験
し
よ
う

と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま

し
た
。
当
初
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
し
た

が
、
日
程
が
合
わ
ず
に
断
念
。
何

と
か
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
が
体
験
で
き

な
い
か
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
た
結
果
が
、
パ
ー
ク
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
の
派
遣
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
じ
目
的
で
千
葉
県

船
橋
市
か
ら
来
た
成な

り
け毛

裕
二
さ
ん

と
酒
井
パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の

４
人
で
大
沼
へ
。「
大
沼
は
夏
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
二

人
だ
け
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
行
う

の
も
不
安
だ
っ
た
の
で
ガ
イ
ド
さ

ん
に
付
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大

沼
の
幻
想
的
な
雪
景
色
に
感
動
し

ま
し
た
し
、
酒
井
さ
ん
に
木
の
芽

の
解
説
を
受
け
て
、面
白
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す　

　

こ
れ
か
ら
春
に
な
り
、
草
花
が

芽
吹
く
季
節
を
迎
え
ま
す
。
パ
ー

ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
自
然

の
中
を
歩
け
ば
、
こ
れ
ま
で
通
り

過
ぎ
て
い
た
景
色
が
ま
た
違
っ
て

見
え
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

も
多
彩
に
14
コ
ー
ス
あ
り
、
季
節

ご
と
に
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

今
月
か
ら
申
し
込
み
が
始
ま
る

４
～
５
月
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
13

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
芽
吹
き
の
季
節
を

満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

←塩原温泉パークコンダクター連
絡協議会では、日光国立公園（塩
原地域）において、学校、行政、
事業者などと連携をしながら自然
解説事業を行っています。こうし
た活動が評価され、平成 23 年に
環境大臣表彰を受けました。

→案内板も清掃し、歩く人が見やす
いように。

↓スノーシュー体験をした写真左から成
毛さん、長島さん夫妻、酒井パークコン
ダクター

←ビジターセンターの平成 25 年度のイベント情
報が掲載されるパンフレット。3 月中旬には、市
役所や公民館などの公共施設のほか、観光協会な
どの観光施設にも置かれる予定になっています。
四季ごとに開催されるイベントが人気。

↑
散
策
路
で
危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、
テ
ー
プ

を
貼
り
、
注
意
を
促
し
ま
す
。

↑
木
道
ま
で
伸
び
た
ヨ
シ
を
刈

り
、
通
り
や
す
い
よ
う
に
。

ガイド以外のパークコンダクターの活動
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高齢者福祉サービス券・障害者福祉タクシー券の交付が
3月22日㈮から始まります。

在宅高齢者福祉サービス券

◆持参するもの　
　印かん、保険証など身分を証明するもの

障害者福祉タクシー券

◆持参するもの　
　印かん、障害者手帳

問い合わせ　
本高齢福祉課 ☎ 0287(62)7137
西市民福祉課 ☎ 0287(37)6231
塩総務福祉課 ☎ 0287(32)2912

事業名 内容 対象者 申請交付

高齢者外出支援
タクシー料金
助成事業

タクシーの基本料金利用券
を世帯に交付します
※申請月により交付枚数は
　変わります。

在宅の 70 歳以上で、自動車運転免許
がなく、次のいずれかに該当する人
①ひとり暮らしの人
②高齢者のみの世帯の人
③日中同居の人が仕事で不在となる人
※③は家族の就労証明が必要です。

本高齢福祉課
※ 3月26日㈫までは、午前９ 
　時から午後５時まで１階市
　民室で受け付けます。

西市民福祉課
塩総務福祉課
箒根出張所   

高齢者理美容料金
助成事業

市指定の理美容事業者が直
接自宅を訪問または利用者
が店舗に行き、散髪等をし
た際に利用できる 1,000
円の助成券を交付します
※申請月により交付枚数は
　変わります。

在宅の 65 歳以上で要介護１以上の人 本高齢福祉課
西市民福祉課
塩総務福祉課
箒根出張所   

【注意】
「高齢者紙おむつ給付券」は
 対象者の判定に担当ケアマ
 ネージャー等の確認が必要
 となりますので、担当ケア
 マネージャー等にご相談く
 ださい。（民生委員の代理申
 請は受け付けできません。）

高齢者紙おむつ
給付事業

市が指定した事業所で利用
できる 1,000 円の紙おむ
つ券を交付します
※申請月により交付枚数は
　変わります。

在宅の 65 歳以上で要介護１の認定を
受け、次の基準に該当し、主にベッド
上で生活をしている人。または日常生
活に支障をきたすような認知症がある
人で、常時おむつが必要な人
○基準
　障害老人ランクＢ 1 ～Ｃ 2
　認知症ランクⅡ a ～Ｍ

【市指定ごみ袋の支給】
　高齢者紙おむつ給付券が交付された世帯は、市指定ごみ袋の支給対象になります
※ごみ袋の申請については、４月以降に受け付けします。

事業名 内容 対象者 申請交付

障害者福祉
タクシー料金
助成事業

月額2,900円分のタクシー
利用券を交付します
※申請月により交付枚数は
　変わります。

在宅で、次の手帳を持っている人
・身体障害者手帳１級～３級
・療育手帳  A、A1、A2
・精神保健福祉手帳 1 級、2 級

本社会福祉課
※ 3月25日㈪までは、午前 9
　時から午後５時まで１階市
　民室で受け付けます。

西市民福祉課
塩総務福祉課
箒根出張所

重度肢体
不自由（児）者
外出支援事業

年額 15,000 円分の車イス
用タクシー利用券を交付し
ます

在宅の重度の肢体不自由（児）者で、福
祉事務所から車イスの交付を受けた人

問い合わせ　
本社会福祉課 ☎ 0287(62)7026
西市民福祉課 ☎ 0287(37)6231
塩総務福祉課 ☎ 0287(32)2912
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩 くらしの情報

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い

カ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
す
る
場
合

は
、
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
へ
の
申

請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ

ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

㈶
と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団　

　

こ
ど
も
未
来
課
（
と
ち
ぎ
未
来

　

ク
ラ
ブ
）

　

☎
０
２
８
（
６
４
３
）
１
０
０
６

　

現
在
、
黒
磯
水
処
理
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
の
大
型
テ
ン
ト
倉
庫
に
溶

融
ス
ラ
グ
の
仮
置
き
保
管
を
し
て

い
ま
す
。

敷
地
境
界
付
近
の
放
射
線
量
測
定

結
果

　

●
11
月
16
日
～
１
月
31
日

　
　

０
・
23
～
０
・
54

（
単
位
は
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
）

　

測
定
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
水
処
理
セ
ン
タ
ー
入
口
や
と

よ
う
ら
公
民
館
内
に
も
掲
示
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　
下
水
道
課 

☎（
37
）
８
４
７
９

　
県
都
市
整
備
課
下
水
道
室

　  

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
５
０
４

　

新
た
に
、
り
災
証
明
書
の
申
請

を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　

都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
９

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

と
き　

３
月
14
日
㈭
午
前
10
時

と
こ
ろ　

栃
木
県
庁
那
須
庁
舎

　

第
１
会
議
室

　
（
大
田
原
市
中
央
１
―
９
―
９
）

持
参
す
る
も
の

　

現
金
、
印
か
ん
、
身
分
証
明
書
、

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
１

　

栃
木
県
で
は
、
子
育
て
家
族
応

援
事
業
と
し
て
「
と
ち
ぎ
笑
顔
つ

ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
、
同

様
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
近
県

（
福
島
県
、
茨
城
県
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
、
新
潟
県
）
と
の
連
携
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
、
埼
玉
県
、
新
潟
県
の

カ
ー
ド
は
、
３
月
31
日
㈰
で
有
効

　

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
ゆ
～
バ
ス

「
塩
原
・
上
三
依
線
」
の
時
刻
表

お
よ
び
一
部
経
路
や
バ
ス
停
の
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
役
所
・
各
支
所
に
配
置
の

時
刻
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　

生
活
課　

☎
（
62
）
７
１
２
７

《
西
那
須
野
・
塩
原
地
区
》

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東

　
　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
１
０
９

《
黒
磯
地
区
》

　

や
し
お
観
光
バ
ス　

　
　
　
　
　
　

☎
（
37
）
３
３
３
５

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災

住
宅
の
再
建
資
金
を
借
り
入
れ
た

場
合
、
利
子
の
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
補
助
申
請
は
、

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
が
申
請

期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
り
災
証
明
書
の

申
請
受
付
は
３
月
29
日
㈮
で
終
了

し
ま
す
。（
広
報
な
す
し
お
ば
ら

２
月
20
日
号
に
掲
載
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
時
点
で
の
軽
自
動
車
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
車

両
を
、
他
人
に
譲
っ
た
り
廃
棄
し

た
と
き
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
、
車
両
を

所
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
新
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
事

前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
部

負
担
金
の
割
合
が
、「
２
割
（
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」

と
な
っ
て
い
る
人
は
、
引
き
続
き

４
月
か
ら
も
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
１
割
負
担
に
据
え
置
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
（
水
色
）
は
３
月
下

旬
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
有
効
期

限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、 　

国

保
年
金
課
、 　

市
民
福
祉
課
、 　

総
務
福
祉
課
に
返
却
す
る
か
、
各

自
で
廃
棄
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
受
給
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
一
部
負
担
金
の
割
合

が
「
３
割
」
と
な
っ
て
い
る
人

は
、
４
月
以
降
も
現
在
お
持
ち
の

高
齢
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
　

国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

  

お
知
ら
せ

ゆ
～
バ
ス

「
塩
原
・
上
三
依
線
」
の

　

時
刻
表
が
変
わ
り
ま
す

塩

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ

カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
据

え
置
き
に
な
り
ま
す

被
災
住
宅
再
建
等
支
援
事
業

の
申
請
手
続
き
は
済
ん
で
い

ま
す
か

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
な
ど
の
異
動
届

車　　種 問い合わせ・届け出先

○原動機付自転車
　（125㏄以下）
○小型特殊自動車のうち
　市・町ナンバーのもの

　 課税課　☎ (62)7179
　 総務税務課　☎ (37)5101
　 総務福祉課　☎ (32)2910
 箒根出張所　☎ (35)2511

○二輪（125㏄を超えるもの）
○小型特殊自動車のうち
　栃・栃木ナンバーのもの

 栃木運輸支局（音声案内）
 ☎ 050(5540)2019

○軽自動車（三輪・四輪） 軽自動車検査協会栃木事務所
 ☎ 028(645)5161

塩

下
水
汚
泥
溶
融
ス
ラ
グ
を

　
仮
置
き
保
管
し
て
い
ま
す
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「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
。

好
き
な
地
域
を
応
援
し
た
い
」
と

い
う
人
た
ち
か
ら
の
市
へ
の
ふ
る

さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
て
、
塩
原

図
書
館
に
「
ふ
る
さ
と
子
ど
も
文

庫
コ
ー
ナ
ー
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
図
鑑
や
調
べ

物
・
読
み
物
の
本
、
絵
本
な
ど
約

５
０
０
点
の
児
童
書
を
購
入
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

　

塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　
　

☎
（
48
）
７
５
２
１

　

西
那
須
野
防
火
管
理
協
会
で

は
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
西
那
須
野
地
区
の
小

中
学
校
か
ら
防
火
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
入
選
17
点
を
選
出

し
、
さ
ら
に
最
優
秀
賞
５
点
は
防

火
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
西
那
須
野

地
区
の
各
家
庭
、
会
員
事
業
所
な

ど
へ
配
布
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
　
１
３
６
点

最
優
秀
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

　

荒あ
ら
か
わ川

瑛ひ
で
き希

（
東
小
）

　
「
火
の
用
じ
ん

　
　
　

出
か
け
る
前
の 

一
仕
事
」

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

　

遠え
ん
ど
う藤
裕ゆ

う
た太
（
大
山
小
）

　
「
確
認
は

　
　
　
　

火
災
予
防
の 

第
一
歩
」

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

　

杉す
ぎ
う
ら浦
里り

か佳
（
三
島
中
）

　
「
火
の
始
末 

　
　

不
安
に
な
っ
た
ら 

再
確
認
」

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

　

木き
む
ら村

優ゆ
う
り里

（
西
那
須
野
中
）

　
「
も
う
一
度

　
　
　
　

再
確
認
で 

防
ぐ
火
事
」

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

　

佐さ
と
う藤
歩あ

ゆ
み実
（
西
那
須
野
中
）

　
「
目
で
確
認

　
　
　

口
で
も
確
認 

火
災
ゼ
ロ
」

問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
署
西
那
須
野
分
署

　
　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
３
０
０

募
集
人
数　

３
人

応
募
資
格　

　

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
人

勤
務
場
所

　

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
西

那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

雇
用
期
間
・
勤
務
日

　

４
月
１
日
㈪
～
来
年
３
月
31
日

㈪
の
月
曜
～
金
曜

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。

賃
金　

　

保
健
師　

日
額
８
１
０
０
円

　

看
護
師　

日
額
７
８
０
０
円

　

※
特
別
賃
金
、通
勤
賃
金
支
給
、

　

年
次
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

各
種
保
険　

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
加
入

応
募
方
法

　

写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履
歴

書
と
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
免
許

状
の
写
し
を
同
封
の
う
え
、
担
当

課
に
提
出

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

ふ
る
さ
と
子
ど
も
文
庫

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た

　
　
　

＝
塩
原
図
書
館
＝

臨
時
保
健
師
等
募
集

  

募
　
集

防
火
標
語
最
優
秀
賞

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た 塩原図書館の

ふるさと子ども文庫コーナー

　

新
緑
に
囲
ま
れ
た
も
み
じ
谷
大

吊
橋
で
、
思
い
出
に
残
る
結
婚
式

を
挙
げ
ま
せ
ん
か
。

参
加
特
典
が
あ
り
ま
す
！

・
挙
式
無
料

・
結
婚
衣
装
一
式
無
料

・
挙
式
前
日
は
塩
原
温
泉
に
宿
泊

招
待

・
記
念
品
、
記
念
写
真
な
ど

募
集
組
数　

５
組

申
込
方
法　

次
の
①
～
③
を
申
込

先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

①
２
人
の
な
れ
そ
め
、
応
募
の
動

　

機
な
ど
を
４
０
０
字
以
内
に
ま

　

と
め
た
も
の

②
２
人
の
写
っ
て
い
る
写
真

③
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

　

業
、
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

※
挙
式
を
希
望
す
る
本
人
か
ら
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈰
必
着

当
選
者
の
決
定

　

書
類
選
考
で
当
選
者
を
決
定

し
、
４
月
中
旬
に
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〠
３
２
９
―
２
９
２
１

　

那
須
塩
原
市
塩
原
７
４
７

　

塩
原
温
泉
観
光
協
会
内

　
「
も
み
じ
谷
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
デ
ィ

　

ン
グ
・
カ
ッ
プ
ル
募
集
」
係

　
　
　
　
　
　

☎
（
32
）
４
０
０
０

 

も
み
じ
谷
グ
リ
ー
ン
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
カ
ッ
プ
ル
募
集

６月９日㈰
開　催
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接
会
場
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す

問
い
合
わ
せ　

　

那
須
塩
原
ダ
ン
ス
部
事
務
局　

　
（
閑
林
）  　

☎
（
36
）
４
７
１
１

対
象　

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生

内
容

○
冬
季　

ス
キ
ー
合
宿
、
雪
上
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
キ
ー
大
会
参

　

加
な
ど

○
春
季
～
秋
季　

体
力
テ
ス
ト
、

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
マ

　

ス
つ
か
み
取
り
、
清
掃
奉
仕
作

　

業
な
ど

参
加
費　

入
会
金
７
０
０
０
円

※
保
険
料
、
登
録
料
含
む
。

申
し
込
み

　

入
団
式
の
際
に
、
入
会
金
を
添

え
て
申
し
込
む
（
印
鑑
持
参
）

入
団
式

　

と
き　

４
月
14
日
㈰

　
　

午
前
９
時
30
分
～

　

と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

　
　

園
研
修
室

問
い
合
わ
せ

　

西
那
須
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
事
務
局
（
郡
司
）

 

☎
０
９
０
（
７
０
０
７
）
８
５
６
５

　

事
務
局
（
林
）

 

☎
０
９
０
（
４
６
２
９
）
０
７
１
３

留
意
事
項

①
応
募
点
数
制
限
な
し
、
文
字
記

　

入
不
可

②
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

　

に
帰
属
し
ま
す

③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
方
法

　

募
集
要
項
（
公
民
館
備
え
付

け
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
の
応
募
票
に
必
要

事
項
記
入
の
う
え
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

表
彰　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞
状
、

記
念
品
を
授
与
）、
参
加
賞
（
全

員
に
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
）

発
表　

６
月
上
旬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

　

劇
団
「
な
す
の
」
は
、
那
須
野

が
原
を
拓
い
た
先
人
の
郷
土
愛
と

家
族
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作
劇

「
那
須
野
の
大
地
」
上
演
を
目
的

に
活
動
す
る
市
民
劇
団
で
す
。

　

今
年
も
、９
月
の
上
演
に
向
け
、

劇
団
員
と
衣
装
・
小
道
具
・
舞
台

な
ど
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。
年
齢
や
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。
那
須
野
が
原
に
か
け
る
想
い

を
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間

　

３
月
５
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈮

稽
古
期
間　

４
月
〜
上
演
日

※
月
２
回
程
度
、
夏
休
み
に
集
中

練
習
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
１
９

と
き　

４
月
６
日
～
来
年
３
月
22

日
の
毎
週
土
曜

　

初
級
コ
ー
ス

　
　

午
後
７
時
～
８
時

　

中
級
コ
ー
ス

　
　

午
後
８
時
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館
メ
イ

ン
ホ
ー
ル

対
象　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

　

※
学
童
は
保
護
者
同
伴
。

内
容　

社
交
ダ
ン
ス
練
習
会

参
加
費　

　

初
級
コ
ー
ス　

年
４
０
０
０
円

　

中
級
コ
ー
ス　

年
５
０
０
０
円

　

初
級
＋
中
級　

年
８
０
０
０
円

申
し
込
み

　

４
月
６
日
㈯
か
ら
練
習
日
に
直

　

市
で
は
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
市
民
団
体
、
企
業
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
な
ど
、
団
体
の

皆
さ
ん
が
企
画
・
提
案
し
実
践
す

る
公
益
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
か
か

る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
も
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
熱
意

と
ア
イ
デ
ア
に
満
ち
た
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
事
業　

自
由
な
テ
ー
マ
で
社

会
的
ま
た
は
地
域
的
な
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
事
業

対
象
団
体　

市
内
で
の
活
動
実
績

が
１
年
以
上
あ
り
、
規
約
な
ど
を

定
め
て
い
る
団
体

事
業
期
間

　

６
月
上
旬
～
来
年
３
月
31
日

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
８
以

内
の
額
と
し
、
80
万
円
を
限
度

※
継
続
事
業
の
場
合
、
補
助
率
は

逓
減
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

審
査
方
法

　

書
類
お
よ
び
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査

募
集
要
項

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
各
庁

舎
、
公
民
館
な
ど
に
あ
る
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
説
明
会
を
開
催
し
ま
す　

と
き　

３
月
24
日
㈰

　

午
後
１
時
か
ら
１
時
間
程
度

と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　

市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
１

　

平
成
25
年
度「
那
須
野
の
大
地
」

公
演
用
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
を
募
集

し
ま
す
。

　

採
用
作
品
は
25
年
度
公
演
の
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
に
活
用
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

３
月
５
日
㈫
～
５
月
15
日
㈬

応
募
資
格

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
誰
で

も
応
募
で
き
ま
す

サ
イ
ズ
・
紙
質
な
ど

　

四
つ
切
り
画
用
紙
ま
た
は
Ｆ
６

～
Ｆ
10
号
サ
イ
ズ
、
タ
テ
仕
様

※
油
彩
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
な
ど

表
現
技
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

平成 24 年度
最優秀作品

創
作
劇
「
那
須
野
の
大
地
」

ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

皆
さ
ん
の
企
画
提
案
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

市
民
提
案
型

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

市
民
劇
団
「
な
す
の
」

劇
団
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

西
那
須
野
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

那
須
塩
原
ダ
ン
ス
部

　
　
　
　
　
　

会
員
募
集
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と
き　

４
月
～
来
年
１
月
（
詳
し

く
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
）

○
開
講
式

　

と
き　

４
月
18
日
㈭
午
前
10
時

　

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

　
　

セ
ン
タ
ー

対
象

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

定
員　

各
教
室
と
も
10
人

※
申
し
込
み
は
１
人
１
教
室
と

し
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
０
円

申
込
期
間

　

３
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
磯
支
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
63
）
３
８
６
８

と
き　

３
月
31
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時（
予
備
日
４
月
７
日
㈰
）

と
こ
ろ

　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
予
備
日
の
場
合
は
三
島
体
育

セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務

者
、
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

内
容　

テ
ニ
ス
の
初
歩
か
ら
ゲ
ー

ム
戦
術
な
ど

講
師

　

佐
藤
政
大
氏（
県
テ
ニ
ス
協
会
）

参
加
費

　

一
般
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下

半
額
）、
協
会
員
は
無
料

定
員　

80
人

申
し
込
み　

次
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

①
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
テ
ニ
ス
講
習
会
申
込

フ
ォ
ー
ム

②　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

※
３
月
25
日
㈪
締
め
切
り
。

③
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
各
登
録

ク
ラ
ブ

　

※
３
月
28
日
㈭
春
季
市
民
ダ
ブ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
ド
ロ
ー
会
議
時

締
め
切
り
。

そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
と

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、無
料
貸
し
ラ
ケ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
那
須
塩
原
テ
ニ
ス

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

　

那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会（
田
川
）

 

☎
０
９
０
（
１
６
５
８
）
４
４
３
２

　
　

※
平
日
は
午
後
６
時
以
降
。

女
性
向
け
教
室

と
き

　

４
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ

　

く
ろ
い
そ
運
動
場
柔
道
場

一
般
向
け
教
室

と
き

　

４
月
６
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ

　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
柔
道
場

共
通
事
項

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
民

お
よ
び
市
内
勤
務
者
（
小
学
生
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

各
20
人

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

申
込
期
限　

４
月
５
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　

市
合
気
道
連
盟
（
大
谷
）

 

☎
０
９
０
（
３
５
３
３
）
２
４
５
５

　

糖
尿
病
の
薬
に
は
、
そ
の
飲
む

目
的
の
た
め
に
飲
む
時
間（
食
前
・

食
後
な
ど
） 

が
決
め
ら
れ
て
い
た

り
、
患
者
に
よ
っ
て
適
し
た
薬
が

あ
り
ま
す
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

で
は
、
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
、

服
薬
の
注
意
点
を
薬
剤
師
が
解
説

し
ま
す
。

と
き　

４
月
９
日
㈫
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩

谷
病
院
１
階
大
会
議
室

　
（
矢
板
市
富
田
77
）

内
容　

薬
剤
師
か
ら
の
講
演

　

演
題

　
　

糖
尿
病
薬
の
服
薬
注
意
点

　

講
師　

橋
本
秀
雄
氏

　
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病

　

院
薬
剤
部
副
部
長
）

定
員　

60
人

※
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院 

　

総
務
課

　
　

☎
０
２
８
７
（
44
）
１
１
５
５

那
須
塩
原
市
テ
ニ
ス
講
習
会

合
気
道
体
験
教
室

火　災 救　急
建　物 　3 件 交通事故     47 件
林　野 　1 件 急　病   264 件
その他 　1 件 その他   105 件

25 年の累計    5 件 25 年の累計     416 件
火災のテレフォンサービス
　　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　　☎（22）0119（西那須野・塩原地区）

○ 1 月の火災と救急
高
齢
者
趣
味
の
教
室

教　室　名 と　　き と こ ろ
 七宝焼  毎月第 2・４水曜、 午前 9 時～午後 4 時

 いきいきふれあいセンター創作室 レザークラフト  毎月第 1・3 木曜、 午前 9 時～午後 3 時

 絵手紙  毎月第 1・3 水曜、 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

 宝石研磨  毎月第 1・3 金曜、 午前 10 時～午後 3 時
 わかば保育園駐車場内 の作業室

 陶芸  毎月第 1 水・木曜、第 3 水・木曜、 午後 1 時 30 分～４時

 着付け（男性可）  毎月第 1・3 水曜、 午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分  いきいきふれあいセンター和室

 
研
修
会
・
講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室

《 高 齢 者 趣 味 の 教 室 一 覧 》
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　
「
今
よ
り
も
、
も
っ
と
い
い
生

き
方
を
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
皆
さ
ん
で
語
り
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
30
日
㈯

　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｅ
棟
２
階

Ｅ
２
０
１
教
室

対
象

　

那
須
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
っ
て
い
る

人
、
障
害
者
や
そ
の
家
族

申
込
方
法　

　

３
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
氏
名
と

参
加
人
数
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
ら
い
ふ
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会
（
大
武
）

 
☎
０
９
０
（
９
３
９
５
）
２
５
４
０

　
　
　
　
　
　

FAX
（
65
）
０
９
６
６

種
目　

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
（
上

級
者
）、②
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
（
初

中
級
者
）、
③
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｃ

（
60
歳
以
上
）、
④
女
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
（
上
級
者
）、
⑤
女
子
ダ
ブ
ル

ス
Ｂ
（
初
中
級
者
）

※
種
目
お
よ
び
試
合
方
法
は
参
加

者
数
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

定
員　

40
組

参
加
費　

一
般
３
０
０
０
円
、
市

テ
ニ
ス
協
会
登
録
者
（
ペ
ア
の
ど

ち
ら
か
が
協
会
登
録
者
の
場
合
）

２
０
０
０
円
、
な
お
、
高
校
生
以

下
の
ペ
ア
は
各
半
額
で
す

申
し
込
み

①
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
各
登
録

ク
ラ
ブ

　

※
３
月
28
日
㈭
ド
ロ
ー
会
議
時

　

締
め
切
り
。

②　

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

※
３
月
25
日
㈪
締
め
切
り
。

ド
ロ
ー
会
議

と
き　

３
月
28
日
㈭
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
那
須
塩
原

テ
ニ
ス
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

　

西
那
須
野
Ｔ
Ｃ
（
山
根
）

 

☎
０
９
０
（
４
６
７
６
）
８
３
０
４

　

と
き
め
き
那
須
Ｔ
Ｃ
（
寺
崎
）

　
　
　
　
　
　

☎
（
64
）
０
７
１
８

　

民
話
い
ろ
り
の
会
の
語
り
部
に

よ
る
い
ろ
い
ろ
な
民
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
（
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ

　

板
室
健
康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ

リ
ー
ン
会
議
室

対
象

　

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
入
館
者
は

誰
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

参
加
費　

無
料

※
別
途
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
の
入

館
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

板
室
健
康
の
ゆ
グ
リ
ー
ン
グ　

　

リ
ー
ン　

☎
（
69
）
０
２
３
２

と
き　

４
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
予
備
日
４
月
27
日
㈯
）

と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務

者
、
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者
の
ペ

ア
（
ペ
ア
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
１

人
が
協
会
登
録
者
で
あ
れ
ば
可
）

  

催
　
し

那
須
塩
原
春
季

市
民
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

語
り
部
に
よ
る
民
話
を

　
　

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

第
１
回
い
き
い
き
ら
い
ふ

フ
ォ
ー
ラ
ム

○塩原温泉ビジターセンター　イベント情報

ネイチャーウォーク大沼公園　　《現地集合・解散イベント》
と　　き 内　容 定員 参加費 申込開始日

 ４月 28 日㈰
 午前 9 時 30 分～正午

 雪解けとともに躍動を始める大沼公園で、春の目覚めを
 探しましょう 30 人 500円 3月25日㈪

塩原の四季を楽しむ！　　集合場所　塩原温泉ビジターセンター
イベント と　　き ところ 内　　容 定員 参加費 申込開始日

 箒川渓谷
 芽吹きの森ウォーク

 ４月 21 日㈰
 午前 9 時～午後 3 時

 塩原渓谷
 遊歩道

初春の塩原渓谷遊歩道を踏
破するハイキング 40 人 1,000円 ３月18日㈪

 芽吹きの森ウォーク  5 月 2 日㈭
 午前 9 時～午後 3 時  若見山 栃木百名山の中でも、春の

山として人気の山です 35 人 1,000円 4月1日㈪

 新緑の森
 トレールウォーク

 5 月 18 日㈯
 午前 8 時 30 分～午後 3 時

 尾頭峠
 旧会津西街道

古道「旧会津西街道・尾頭
峠」をたどるハイキング 35 人 1,000円 4月15日㈪

遊歩道自然散策 ＝遊歩道の四季を楽しむ＝　　集合場所　塩原温泉ビジターセンター
　４～ 11 月の毎月第 2・４の土・日曜に開催し、森の案内人「パークコンダクター」が２時間程度案内します。

と　　き 内　容 定員 参加費 申込受付

 ４月 13 日㈯  午後１時～３時  初春の森散策
 春の訪れを探しに遊歩道へ！ 30 人 ３00円 随時受付

 ４月 14 日㈰  午前 10 時～正午

申し込み・問い合わせ　塩原温泉ビジターセンター 　☎／ＦＡＸ（32）3050　 so.visitor@energy.ocn.ne.jp
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小規模特認校紹介 特認校は、従来の学区にとらわれず、市内全域の子どもが入学・
転入できます。問い合わせ　西学校教育課　☎ 0287（37）5289

塩原小学校・塩原中学校
　

平
成
26
年
４
月
か
ら
塩
原

小
中
一
貫
校
が
開
校
し
ま

す
。
現
在
、
準
備
委
員
会
を

中
心
に
着
々
と
開
校
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通

し
て
行
う
英
語
学
習
、
塩
原

の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て

実
践
す
る
地
域
学
習
を
柱
に

発
達
の
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
指
導
を
し
て
い
き
ま

す
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
つ
に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
互
い
を
思
い
や
る
心

が
育
ま
れ
ま
す
。

　

現
在
小
学
校
に
90
人
、
中

学
校
に
42
人
が
通
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

塩
原
小
・
中
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

小学校…塩原 652　　☎0287（32）2916
中学校…中塩原 364　☎0287（32）2919

　塩原の自然を生かした体験活動 行事紹介

　

関
谷
地
区
下
田
野
の
森
の
中
に

新
生
酪
農
㈱
の
工
場
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
製
造
さ
れ
て
い
る
の

が
「
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
那

須
塩
原
」
で
す
。

　

箒
根
地
区
の
提
携
し
た
酪
農
家

か
ら
良
質
の
生
乳
を
集
め
、
生
乳

の
豊
か
な
栄
養
と
味
わ
い
を
で
き

る
だ
け
損
な
わ
な
い
パ
ス
チ
ャ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
加
熱
処
理

で
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
し
、

何
だ
ろ
う
と
思
う
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
牛
か
ら
搾
っ

た
生
乳
を
加
熱
処
理
す
る
際
の
殺

菌
方
法
の
一
つ
で
す
。
72
℃
15
秒

間
と
い
う
低
温
で
、
安
全
な
レ
ベ

ル
ま
で
乳
中
の
有
害
微
生
物
の
数

を
減
ら
す
と
と
も
に
生
乳
を
で
き

る
だ
け
変
化
さ
せ
な
い
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

製
造
に
携
わ
る
沼
澤
さ
ん
は

「
牛
乳
は
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ

ウ
ム
を
は
じ
め
、
と
て
も
栄
養
豊

か
で
す
。
多
く
の
人
に
牛
乳
を
飲

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
育
ち
盛
り
の
小
中
学
生
に

は
地
元
で
採
れ
る
お
い
し
い
牛
乳

を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
も
ら
い
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

牛
乳
本
来
の
味
を
味
わ
え
る
ビ

ン
詰
め
で
、
那
須
塩
原
の
旗
を

持
っ
た
「
み
る
ひ
ぃ
」
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
広
く
販
売

さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
は
ア
グ
リ

パ
ル
塩
原
と
道
の
駅「
明
治
の
森
・

黒
磯
」
や
ス
ー
パ
ー
の
一
部
お
よ

び
宅
配
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

生
乳
の
風
味
を
生
か
し
、
ほ
の

か
な
甘
み
が
あ
り
、
地
元
に
こ
だ

わ
っ
た「
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛

乳
那
須
塩
原
」を
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ　

新
生
酪
農
㈱

　

☎
０
２
８
７（
35
）３
６
０
１

  知っていますか !?

 那須塩原
 ブランド

№ 7

パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
牛
乳
那
須
塩
原

こだわりの詰まった
パスチャライズド牛乳那須塩原

①
小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
同
じ
校
舎
で

　

生
活
し
ま
す
。　
　

②
９
年
間
を
「
小
学
１
～
４
年
」「
小
学
５
年
～
中
学
１
年
」

　
「
中
学
２
～
３
年
」
の
３
期
に
分
け
て
学
習
し
ま
す
。

自
分
を
磨
き
、人
に
優
し
い

児
童
生
徒
の
育
成

第Ⅰ期 (小学１～４年)

　基本的な学習、生活
習慣を身に付けます。
英語活動では、ＡＬＴ
も授業に参加して楽し
く学びます。

第Ⅲ期 (中学２～３年)

　多様な活動を通して
自分の進路を明確にし
ていきます。写真は外
部講師を招待した音楽
の授業です。

第Ⅱ期(小学５年～中学１年)

　5・6 年では、中学校
の先生による専門的な授
業を取り入れ、中学校へ
のスムーズな移行を図り
ます。

キャニオニング 全校ハイキング

箒川リフレッシュ大作戦

　体験を通して学んだことを生かして、東京での塩原ＰＲ活動
や、塩原ジュニアマイスターとしての観光案内など、地域の魅力
を発信する活動にも参加します。

スノーシュー体験
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Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
電
話
、
コ
ピ
ー

機
、
レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど
の
事
務
機

器
を
、
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
勧

誘
さ
れ
て
契
約
し
た
ら
、
月
々
の

支
払
い
は
少
額
だ
が
、
実
は
長
期

間
払
い
続
け
る
リ
ー
ス
契
約
だ
っ

た
。

　　
「
お
店
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
ら
集
客

を
増
や
せ
ま
す
」
と
、
訪
問
し
て

き
た
業
者
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

ソ
フ
ト
を
勧
め
ら
れ
て
契
約
し
た

が
、
説
明
を
受
け
た
よ
う
に
は
集

客
が
伸
び
な
い
。
解
約
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
リ
ー
ス
契
約
だ
か
ら

解
約
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　

事
例
①
は
「
実
は
個
人
商
店
で

は
必
要
な
い
機
能
が
た
く
さ
ん
つ

い
た
高
額
な
事
務
機
器
」
の
リ
ー

ス
契
約
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

事
例
②
は
「
実
は
も
っ
と
安
価

な
市
販
の
ソ
フ
ト
で
十
分
だ
っ

た
」
の
に
、
長
期
間
リ
ー
ス
料
を

払
い
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

※
事
業
者
間
の
リ
ー
ス
契
約
は
簡

単
に
解
約
で
き
ま
せ
ん
。

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事

業
者
間
の「
事
業
の
た
め
の
契
約
」

に
関
し
て
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

契
約
し
た
後
に
後
悔
し
な
い
た

め
に
も
、
勧
誘
を
受
け
た
時
に
は

そ
の
場
で
即
答
せ
ず
、
約
款
な
ど

を
良
く
確
認
し
、
他
社
の
情
報
を

集
め
た
上
で
慎
重
に
判
断
し
ま

し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場

合
は
、
法
律
の
専
門
家
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「個人事業者の
 リース契約トラブル」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い 

　

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

　

☎
０
２
８
７
（
63
）
７
９
０
０

　

開
設
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

　
　

30
分
〜
午
後
５
時

事
例
① 

事
例
② 

事
例
解
説

ア
ド
バ
イ
ス

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
施
設
を
目
指
し
て

　

那
珂
川
水
系
の
上
流
部
に
あ
る

豊
か
な
自
然
の
中
に
、
那
須
塩
原

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
施
設
は
、
周
辺
の
緑
地
の
保

全
を
図
り
、
そ
こ
に
生
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
動
植
物
の
保
全
も
行
う
よ

う
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

か
ら
出
る
た
く
さ
ん
の
ご
み
を
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
処
理
施

設
で
は
、
８
５
０
～
１
０
０
０
℃

の
高
温
で
ご
み
を
焼
却
し
、
発
生

す
る
灰
を
溶
融
炉
で
溶
か
し
て
ス

ラ
グ(

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
材
料)

と
メ
タ
ル(

金
属
材)

に
分
離
し
、

資
源
と
し
て
使
用
し
て
い
る
ほ

か
、
ご
み
の
焼
却
熱
を
蒸
気
に
変

え
て
発
電
し
、
施
設
で
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
再
利
用
が
可
能

な
家
具
や
自
転
車
な
ど
は
修
理
・

販
売
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。私

た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

　

市
の
人
口
は
約
11
万
８
千
人
で

す
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は

１
人
当
た
り
平
均
約
１
㎏
の
ご
み

が
１
日
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ご
み
の
内
訳
は
可
燃
ご

み
が
９
割
、
不
燃
ご
み
が
１
割
だ

そ
う
で
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
市
内

に
約
２
８
０
０
カ
所
あ
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ご
み
収
集
車
が

回
収
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

処
分
に
も
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
の
袋
に
入
れ
る
前
に

ご
み
を
も
う
一
度
分
別
し
て
資
源

に
し
た
り
、
生
ご
み
の
水
分
を
切

る
だ
け
で
も
焼
却
時
の
負
担
を
減

空き缶も素材ごとに分別され、押し固
められます

問
い
合
わ
せ   

      

秘
書
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
９

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
は
み
ん
な
で
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
毎
月
何
枚
の
可

燃
ご
み
袋
を
使
用
す
る
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
努
力
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し

て
、
た
と
え
環
境
に
優
し
い
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
も
、
大

量
に
出
る
ご
み
に
は
驚
き
ま
し

た
。
ご
み
へ
の
意
識
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　（
ま
ち
か
ど
通
信
員
：
櫻
井
敬
子
）

管理棟には周辺に生息する動植物を
紹介する展示コーナーがあります



 ●広報なすしおばらNo197（平成25年3月5日） ●発行／那須塩原市●編集／企画部秘書課☎0287(62)7109 
●〒325‐8501 那須塩原市共墾社108‐2●HP http : //www.city.nasushiobara.lg.jp/

編
集
後
記

▼
東
那
須
野
公
園
で
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
平
成
20
年
か
ら
毎
年
秋

に
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を
植
え
て
い

ま
す
。
例
年
３
月
中
旬
か
ら
は
、

斜
面
一
面
に
ス
イ
セ
ン
が
見
事
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
東
那
須
野
公
園
を
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
平
成
25
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
推
薦
作
品
審
査
会
で
、
本

誌
12
月
20
日
号
が
全
国
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
推
薦
は
3
年

連
続
で
す
が
、
い
つ
も
取
材
に
応

じ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
、
読
ん
で
頂

い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
3
月
は
卒
業
の
季
節
。
先
日

テ
レ
ビ
で
卒
業
ソ
ン
グ
特
集
を
見

ま
し
た
が
、
年
代
に
よ
っ
て
卒
業

式
で
歌
う
曲
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
年
卒
業
を
迎
え

る
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
の
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
胸
に
、
ど
ん
な
曲

を
歌
う
の
で
し
ょ
う
か
。

▼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
取
材
に

行
き
、
施
設
の
人
た
ち
に
た
く
さ

ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、

広
報
に
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
魅

力
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
実
際
に
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

鎌 小室遼

Museum
Collection

ミュージアムコレクション

Vol.35

オオタカ（幼鳥）貝化石 (カネハラカガミ)

鉢
はちがた

型注
ちゅうこう

口土
ど き

器

勝
かつしろそうほう

城蒼鳳作
《柾
まさわり

割交
こうしょく

色千
せんすじ

筋花
はなかご

籃「瀧
たき

」》

福島からレスキューした剥製標本

　3年間那須野が原博物館のコレクションを紹介させてい
ただきましたが、今回で終了となります。
　紹介した資料は、当館が所蔵する 8万点を超える資料
のほんの一部です。今後は、那須野が原博物館へ足を運ん
で、実物の資料を見ていただきたいと思っています。
　当館の資料収集の分野は、地質・植物・昆虫・動物・考古・
歴史・民俗・美術・文学の 9分野としています。より広
い分野を対象とすることで、市民生活に少しでも寄与でき
ることを願っています。
　当館では博物館資料を地域遺産と位置づけ、収集を行っ
て来ました。「モノ」として保存することで、自然や歴史・
文化の「証し」を積み重ね、地域の資料を収集するととも
に、参考資料を含めて、博物館のコレクション化を今後も
進めて行きます。地域の自然や歴史、人々の営みを記録し、
過去の資料とともにきちんと次の世代に手渡すことが、博
物館に課せられた使命だと思っています。
　そうした考え方の一環として、今回の東日本大震災およ
び福島の第一原子力発電所の事故により被災した宮城・岩
手・福島県への文化財レスキューに行ってきました。地域
に根ざした博物館として、被災した資料をできる限り救出
し、また元に戻る日のために、さらに復興・発展をするた
めに、地域の遺産を少しでも残せるよう、お手伝いをして
来ました。資料の保存を通して、共に手を携えて行くべき
ことを学びました。
　「モノ」を残すということは、自然の「背景」や人々の「想
い」を残すことでもあります。
　那須野が原博物館は、今後も市民とともに活動しなが
ら、自然の営みや私たちの生きた証しを残し続けるため
に、活動を続けてまいります。

地域遺産としての
ミュージアムコレクションを
次の時代へ
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